
日
隆
聖
人
に
み
る
慈
覚
大
師
円
仁
批
判
に
つ
い
て

目
　
次

、
問
題
の
所
在

一、
日
本
天
台
教
学
史
上
の
円
仁
の
評
価

三
、
日
隆
聖
人
引
用
の
円
仁
の
著
述

（
こ

『金
剛
頂
経
疏
』
の
引
用

公
じ

『蘇
悉
地
経
疏
』
の
引
用

曾
じ

『法
華
述
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
の
引
用

（四
）
恵
心
僧
都
源
信
撰

『教
観
大
綱
』
の
引
用

（五
）
そ
の
他
著
述
の
引
用

四
、
お
わ
り
に

【付
表
】
日
隆
聖
人
御
聖
教
引
用
の
円
仁
の
著
述
一
覧

社
沐
苧
業
　
第

二
十
二
号

米

澤

ュエ

晋



一
、
問
題
の
所
在

慶
林
坊
日
隆
聖
人

（
〓
一一八
五
―

一
四
六
四
、
以
下
隆
師
）
の
著
述
は
御
聖
教
と
呼
ば
れ
、
御
聖
教
執
筆
の
根
本
の
態
度
は
、
法
華

経
本
門
八
品
を
主
軸
と
し
、
日
蓮
聖
人

（
〓
〓
〓
一―

一
二
八
一
こ
遺
文
を
面
、
天
台
六
大
部
を
裏
と
し
て
天
台
教
学
と
日
蓮
教
学

と
の
相
違
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
隆
師
は
、
日
蓮
教
学
を
以
て
中
古
天
台
本
覚
思
想
に
対
す
る

批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
先
行
研
究
よ
り
確
認
で
き
る
。

こ
う
し
た
文
献
主
義

・
教
相
重
視
を
強
く
打
ち
出
し
た
隆
師
が
、
日
本
天
台
史
に
お
い
て
天
台
教
学
に
真
言
教
学
を
導
入
し
、
顕

密

一
致
の
教
判
を
樹
立
し
た
諸
師
を
視
点
と
し
た
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
隆
師
の
著
述
を
紐
解
く

と
、
慈
覚
大
師
円
仁

（七
九
四
―
八
六
四
、
以
下
円
仁
）
や
智
証
大
師
円
珍

（八
一
四
―
八
九

一
、
以
下
円
珍
）
と
い
つ
た
諸
師
の
著
述

引
用
が
多
数
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
隆
師
が
天
台
宗
延
暦
寺
第
三
代
座
主
で
あ
る
円
仁
の
天
台
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
日
蓮
教
学
と
の
相
違
を

明
確
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
み
た
」
。
そ
の
た
め
の
研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
日
本
天
台
教
学
史
上
の
円
仁
の

評
価
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
特
質
を
確
認
し
、
次
い
で
隆
師
が
引
用
す
る
円
仁
の
著
述
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

二
、
日
本
天
台
教
学
史
上
の
円
仁
の
評
価
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隆
師
の
円
仁
批
判
を
考
察
す
る
前
段
階
と
し
て
、
円
仁
は
日
本
天
台
教
学
史
上
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
を
概
観
す
る
と
、
①
島
地
大
等
著

『天
台
教
学
史
』
、
②
上
杉
文
秀
著

『日
本

天
台
史
』
、
③
浅
井
円
道
著

『上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
、
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
そ
の
中
で
、
島
地
大
等
氏
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

而
し
て
円
仁
は
既
に
伝
教
大
師
の
門
下
に
し
て
止
観
業
の
出
身
な
る
理
由
に
依
り
て
、
其
の
思
想
上
の
立
脚
地
は
天
台
の
思
想

に
立
て
る
も
の
と
速
断
す
る
こ
と
を
得
ず
。
勿
論
其
れ
と
密
接
の
関
係
を
有
す
れ
ど
も
而
も
そ
の
真
の
立
脚
地
は
遮
那
業
に
在

り
、
即
ち
顕
教
に
非
ず
し
て
寧
ろ
密
教
を
以
て
其
の
立
脚
と
な
せ
る
も
の
な
り
。
故
に
其
の
仏
教
観
を
見
ん
に
は
、
先
づ
師
が

思
想
上
の
立
脚
地
の
密
教
に
あ
る
こ
と
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
是
れ
師
が
生
涯
の
精
力
を
尽
し
て
其
の
講
説
に
努
め
た
る
点
の
真

言
に
存
す
る
所
以
並
に
師
が
台
密
の
祖
を
以
て
推
さ
る
ゝ
所
以
な
り
。

島
地
氏
に
よ
る
と
、
円
仁
は
天
台
の
思
想
に
立
て
る
こ
と
が
速
断
で
き
な
い
と
し
、
真
の
立
脚
地
は
密
教
に
あ
る
と
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
円
仁
の
仏
教
観
は
、
生
涯
精
力
を
尽
し
て
真
言
を
取
り
入
れ
て
き
た
た
め
に
台
密
の
祖
と
い
わ
れ
る
所
以
で

あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

次
に
上
杉
文
秀
氏
に
よ
る
と
、

慈
覚
大
師
の
教
判
は
、
其
の
顕
露
秘
密
の
名
は
智
度
論
に
よ
る
と
雖
も
、
其
意
は
全
く
異
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
三
乗

の
権
教
を
以
て
顕
教
と
し
、
之
に
対
し
て

一
乗
円
頓
の
法
門
を
説
い
た
華
厳
も
法
華
も
皆
密
教
と
名
く
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
是

故
に
密
教
の
中
に
於
て
、
更
に
理
密
事
密
を
別
ち
、
事
理
不
二
円
融
の
法
門
を
談
ず
る
を
理
密
の
教
と
し
て
、
此
に
華
厳

。
法

華

・
維
摩
等
を
摂
す
る
の
で
あ
る
。
又
其
の
事
理
不
二
の
理
密
を
談
ず
る
と
同
時
に
、
六
大
無
碍
三
密
四
曼
の
事
相
的
秘
密
を

説
く
も
の
を
以
て
、
事
理
倶
密
の
教
と
し
て
、
之
を

一
大
円
教
と
名
け
て
、
大
日

ｏ
金
剛

。
蘇
悉
地
等
の
経
を
此
中
に
摂
し
、

日

滲

空

人

に

み

る

悠

党

人

師

円

イニ

れ

判

に

つ

い

て
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而
し
て
之
を
法
華

。
華
厳
の
円
教
の
上
に
置
い
て
、
仏
随
自
意
真
実
の
法
門
は
正
に
此
教
に
あ
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

顕
密
の
名
及
び
出
処
は
天
台
と
同
じ
け
れ
ど
も
、
其
意
義
及
び
配
属
は
全
く
天
台
を
棄
て
ゝ
し
ま

つ
て
を
る
、
但
し
法
華

一
乗

を
理
密
と
し
て
密
教
の
部
に
属
せ
し
め
た
の
は
、
空
海
師
が
天
台
を
第
八
住
心
と
し
て
単
に
顕
教
に
属
し
た
も
の
と
、
大
に
趣

を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
此
点
が
北
嶺
の
立
場
で
あ
る
と
い
は
る
ゝ
所
以
で
あ
ら
死
。

と
し
、
円
仁
の
教
判
は
、
三
乗
の
権
教
を
顕
教
と
し
、
華
厳
も
法
華
も
密
教
の
中
に
入
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
理
密
と
事
密

と
を
分
け
、
法
華
を
理
密
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
事
理
倶
密
の
教
え
と
し
て
、
大
日

・
金
剛

・
蘇
悉
地
経
等

を
法
華
の
円
教
の
上
に
置
く
こ
と
で
、
真
実
の
法
門
は
こ
の
大
日

。
金
剛

。
蘇
悉
地
経
に
な
る
と
し
、
顕
密
の
名
や
出
処
は
天
台
と

同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
や
配
属
は
天
台
を
捨
て
去

っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
華
を
理
密
と
し
て
密
教
の
部
に

属
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
弘
法
大
師
空
海

（七
七
四
―
八
三
五
）
と
は
違
い
が
あ
り
、
こ
の
点
が
天
台
宗
の
立
場
で
あ
る
所
以
で
あ

る
と
推
察
し
て
い
る
。

そ
し
て
浅
井
円
道
氏
は
、
日
蓮
聖
人
遺
文
に
円
仁
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
蓮
は
、
円
仁
の
教
判
論
的
特
色
は
理
同
事
勝
に
あ
る
と
言

っ
た
が
、
そ
の
理
同
と
は
、　
一
行
疏
に
随
つ
て
、
法
華
の
諸
法
実

用
の
理
と
密
教
の
心
実
相
の
理
、
法
華
の
久
遠
仏
と
大
日
の
本
初
仏
と
は
同

一
教
理
の
異
表
現
で
あ
る
と
い
う
判
定
を
円
仁
が

下
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
す
ば
か
り
で
な
く
、
円
仁
は
、
顕
密
兼
修
の
叡
山
の
教
風
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
天
台
教
学
に

よ

っ
て
密
教
経
典
を
解
釈
し
よ
う
と
意
図
し
た
面
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

浅
井
氏
に
よ
る
と
、
日
蓮
聖
人
遺
文
に
み
る
円
仁
の
教
判
の
特
色
は
、
理
同
事
勝
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
同
と
は
、　
一
行

の
疏
に
従

っ
て
諸
法
実
相
の
理
と
密
教
の
心
実
相
の
理
、
久
遠
仏
と
大
日
の
本
初
仏
と
が
同

一
教
理
の
異
な
っ
た
表
現
で
あ
る
判
定

を
円
仁
が
下
し
た
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
円
仁
は
顕
密
兼
修
の
比
叡
山
の
教
風
を
守
る
た
め
に
天
台
教
学
に
よ
っ
て
密
教
経
典
を
解



釈
し
よ
う
と
意
図
し
た
面
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
、
三
師
の
先
行
研
究
を
確
認
し
て
き
た
。
い
ず
れ
も
円
仁
は
天
台
の
密
教
化
に
生
涯
を
か
け
て
尽
く
し
た
人
物
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
で
は
、
次
に
隆
師
は
円
仁
の
著
述
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、
隆
師
が
引

用
す
る
円
仁
の
著
述
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。

三
、
日
隆
聖
人
引
用
の
円
仁
の
著
述

前
項
に
お
い
て
、
日
本
天
台
教
学
史
上
に
お
け
る
円
仁
は
、
天
台
宗
の
密
教
化
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

し
か
し
、
円
仁
が
天
台
宗
の
密
教
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
天
台
大
師
智
顎

（五
三
八
―
五
九
七
、
以
下
智
顎
）
。
伝
教
大
師
最
澄

（七

六
七
―
八
一
〓
一、
以
下
最
澄
）
の
思
想
と
乖
離
し
て
い
く
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
隆
師
が
円
仁
の
著
述
を
ど
の
よ

う
に
引
用
し
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
隆
師
の
円
仁
批
判
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
円
仁
の
著
述
は
散
逸
し
て
伝

わ
ら
な
い
も
の
も
多
く
、
真
偽
問
題
も
手
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
真
偽
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
隆
師
が
円

仁
の
著
述
を
引
用
し
た
も
の
と
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
隆
師
が
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
円
仁
の
著
述
は
、
管
見
の
限
り
、
『金
剛
頂
大
経
王
経
疏
』
（以
下

『金
剛
頂
経
疏
し
　
一
九

箇
所

。
『蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
』
（以
下

『蘇
悉
地
経
疏
し

八
箇
所

・
『法
華
述
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
七
箇
所

。
『法
華
本
門
観
心
十
妙

釈
』

一
箇
所

。
『俗
諦
不
生
不
滅
論
』
五
箇
所

。
『妙
義
口
伝
集
』
二
箇
所

。
『真
言
所
立
三
身
問
答
』
二
箇
所

。
フ
一平
等
義
』
二
箇

所

。
『五
相
成
仏
私
記
』

一
箇
所

。
恵
心
僧
都
源
信

（九
四
二
―

一
〇
一
七
、
以
下
源
信
）
撰

『教
観
大
綱
』
四
箇
所

・
五
大
院
安
然

（八
四
一
―
九
〇
三
―
、
以
下
安
然
）
作

『真
言
宗
教
時
義
』
二
箇
所

。
引
用
典
籍
不
明
な
も
の
が
九
箇
所

。
寛
平
親
皇
撰

『慈
覚
大

口

各

空

人

に

み

る

恣

党

人

師

円

イニ

れ

判

に

つ

い

て
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（
・８
）

師
伝
』

一
箇
所
の
計
六
三
箇
所
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
列
挙
し
た

【付
表
】
を
作
成
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の

【付
表
】
を
元
に
、
隆
師
の
引
用
が
特
に
多
く
見
ら
れ
る

『金
剛
頂
経
疏
』
、
『蘇
悉
地
経
疏
』
、
『法
華
逃
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
、
源
信

撰

『教
観
大
綱
』
に
注
目
し
て
隆
師
の
引
用
箇
所
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
こ

『金
剛
頂
経
疏
』
の
引
用

隆
師
が
引
用
す
る
円
仁
の
著
述
の
中
で
、
最
も
多

い
も
の
が

『金
剛
頂
経
疏
』
で
あ
る
。
『金
剛
頂
経
疏
』
と
は
、
不
空
三
蔵

（七
〇
五
―
七
七
四
）
所
釈
の

『金
剛
頂
経
』
を
釈
し
た
も
の
で
、
古
来
よ
り
台
密
束
密
両
家
の
学
徒
が
依
憑
し
尊
重
し
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
華
経
の
久
遠
実
成
説
と
こ
の
経
の
不
久
現
証
説
と
を
通
釈
し
て
釈
迦
大
日
は

一
仏
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
台

密
独
特
の
教
相
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
隆
師
が
引
用
す
る

『金
剛
頂
経
疏
』
は
、
書
名
の
み
の
引
用
が
五
箇
所
、

実
際
に
引
用
が
な
さ
れ
た
も
の
が

一
四
箇
所

（【付
表
】
２０
を

『金
剛
頂
経
疏
』
の
引
用
と
認
め
た
場
△じ
、
安
然
作

『真
言
宗
教
時

義
』
か
ら
の
引
用
も

一
箇
所
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
最
も
引
用
が
多
い
箇
所
は
、
久
遠
実
成
と
大
日
如
来
を

一
仏
と
す
る

「彼
法
華

久
遠
成
仏
。
只
是
昆
慮
遮
那
仏
。
不
レ
可
二異
執
一。
又
彼
経
為
レ破
≧
一乗
近
情
一。
広
演
・一遠
事
・。
今
此
経
為
レ破
二
顕
教
歴
劫
一。
偏
示
二
不

（
２２
）

久
現
証
ど

の
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
引
用
箇
所
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。
な
お
、
番
号
は

【付
表
】
中
の

番
号
を
指
し
、
【付
表
】
に
掲
載
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
太
字
傍
線
を
施
し
て
い
る
。

１０
　
次
に
彼
の
真
言
経
に
は
体
用
本
述
の
分
斉
を
明
し
て
、
久
遠
の
本
述
を
明
か
さ
ざ
る
な
り
、
其
の
体
用
本
述
と
は
、
大
日
経

に
云
く
、
大
日
遍
照
ノカ
微
塵
二為
衆
生
一八
相
成
示
二現
衆
生
一同
受
レ苦
一言云

此
の
分
の
体
用
本
述
を
ば
述
中
の
諸
経
に
之
を
明
す
な
り
、
今
経
本
門
に
は
久
遠
の
事
の
本
述
之
を
明
す
、
之
を
以
て
経
王
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の
支
証
と
為
す
な
り
、
故
に
彼
の
真
言
経
の
理
本
と
、
今
経
の
事
本
と
を
同
ぜ
し
約
る
は
以
て
の
外
の
謬
解
な
り
、
金
剛
頂
経

）

剣
州
―こ‐
到
引
「
側
訓
馴
「
州
剤
「
囲
倒
副
創
「
川
♂
杜
ノ毘
慮
舎
那
仏
不
レ可
二異
解
し
云

１１
　
天
台
学
者
の
義
に
云
く
、
顕
本
に
於
て
事
理
の
顕
本
あ
り
、
理
の
顕
本
を
以
て
正
意
と
為
す
と
口
伝
す
る
な
り
、
理
の
顕
本

と
は

「如
来
秘
密
」
と
云
ふ
秘
密
の
無
作
三
身
た
る
住
本
顕
本
本
覚
の
無
作
三
身
本
述
未
分
根
本
法
華
の
重
、
止
観
の
本
理
の

三
千
自
受
用
本
覚
の
顕
本
な
り
、
此
の
重
の
顕
本
を
ば
顕
説
法
華
の
本
門
に
は
之
を
明
さ
ず
、
唯
止
観
真
言
の
み
独
り
之
を
明

す
な
り
。

次
に
事
の
顕
本
と
は
十
重
顕
本
の
中
の
破
透
顕
本
の
重
に
し
て
、
三
乗
近
成
の
執
を
破
さ
ん
が
為
め
の
故
に
本
意
に
は
あ
ら

ざ

る
な
り
。
之
に
依

て
日
「
翻
洲
覇
倒
馴
列
Ｎ
利
り
潤
華
ノ
久
遠

ハ
只
是
レ
此
ノ
経
ノ

那
仏
不
レ
可
二異
解
一　
又
彼
ノ
経
二為
”

副
劉
州
∃
釧
利
列
コ
囲
訓
¶
到
「
創
馴
「
顕
密

一
同
し
て
近
成

の

執
を
破
し
て
事
成
の
本
を
ば
正
意
と
は
為
さ
ゞ
る
な
り
。

・２
　
故
に
天
台
智
者

一
代
諸
経
の
能
開
所
開
に
就
い
て
三
種
教
相
を
判
じ
、
此
の
諸
仏
の
本
師
の
本
門
妙
法
蓮
華
経
を
ば
第
三
教

相
師
弟
遠
本
の
重
に
之
を
置
い
て
、
三
千
五
百
塵
劫
、
根
本
法
華
を
以
て
能
開
と
為
し
、
第

一
経
王
と
為
す
。
此
の
三
五
遠
本

の
本
地
を
明
か
さ
ざ
る
真
言
経
、
念
仏
三
経
等
の
諸
経
を
以
て
所
開
下
劣
の
経
と
為
す
。
更
に
第
三
教
相
の
根
本
法
華
の
上
に

最
上
の
大
法
こ
れ
な
し
と
定
め
給
ふ
。
天
台
、
妙
楽
、
伝
教
の
御
義
を
、
劇
∃
「
翻
判
創
Ⅲ
引
劉
「
∃
馴
司
「
川
「
引
円
ｑ
コ
ーこ‐

塵
に
迷
惑
し
て
、
結
（
２５
）

此
の
事
は
諸
人
迷
乱
の
重
な
り
．ム
云
。

・３
　
　
事
理
顕
本
の
中
に
は
何
れ
を
以
て
本
意
と
為
す
や
の
事
。

之
に
付
き
、
天
台
当
家
の
不
同
之
れ
あ
る
べ
し
。
然
る
に
天
台
宗
の
義
に
云
く
、
事
理
顕
本
の
中
に
事
成
顕
本
と
云
ふ
は
、

日

各

空

人

に

み

る

恣

党

人

師

円

イニ

れ

判

に

つ

い

て
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十
重
顕
本
の
中
の
第

一
破
述
顕
本
の
重
に
し
て
、
述
の
近
情
を
破
せ
ん
が
為
な
り
。
是
れ
本
意
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
真
実

の
本
と
云
ふ
は
理
成
顕
本
な
り
。
此
の
理
成
顕
本
と
は
如
来
内
証
無
作
本
覚
の
直
体
、
如
来
秘
密
の
法
体
法
爾
の
本
有
本
覚
の

三
身
、
於
ン諸
教
ノ中
一秘
写
之
ヲ不
レ伝
へす
る
法
界
遍
照
の
無
始
無
終
の
三
身
な
り
。
是
れ
住
本
顕
本
の
重
に
し
て
、
本
有
本
覚

た
る
止
観
の
本
理
三
千
己
心
遍
照
の
一
身

一
念
遍
二於
法
界
一の
顕
本
な
り
。
さ
れ
ば
先
徳
云
く
釈
迦
如
来
ノ久
遠
ノ寿
量
ハ皆
在
コ

衆
生
ノ
一
念
ノ心
ノ中
一と
云
へ
り
。
是
れ
理
成
顕
本
の
体
な
り
。
又

毘
慮
遮
那
仏
也
不
レ
可

云
へ
り
。
此
の
文
は
述
の
近
情
を
破
す
る
事
成
顕
本
は
本
意
に
あ
ら
ず
理
成
顕
本
を
以
て
正
意
と
為
す
と
云
ふ
事
顕
密

一
同
の

義
な
り
。
さ
れ
ば
本
門
の
増
損
法
身
の
益
の
時
も
事
成
の
本
よ
り
理
成
の
本
を
以
て
本
意
と
為
す
と
見
え
た
り
。
こ
れ
に
依

っ

て
記
の
九
に
云
く

「若
シ但
夕
只
ダ信
一バ事
ノ
中
ノ遠
寿
↓何
ゾ能
ク令
郵
ンヤ
此
ノ諸
菩
薩
等
ヲシ
テ増
道
損
生
孝
至
彰於
極
位

一
二
至
故
二信
二

解
ス本
地
ノ難
思
ノ境
智
ご

と
云
へ
り
。
此
等
の
顕
密
の
大
旨
を
以
て
理
成
顕
本
を
正
意
と
な
す
と
云
ふ
な
嚇
。

・４
　
五
百
塵
点
の
劫
数
は
実
事
な
り
、
仮
説
と
云
ふ
は
誤
り
な
り
。
天
台
宗
に
は
両
辺
な
る
様
な
れ
ど
も
、
落
居
は
仮
説
と
云
ふ

義
を
本
と
為
す
な
り
。
所
以
に
顕
本
の
実
義
と
云
ふ
は
、
如
来
の
内
証
無
作
本
覚
秘
密
の
三
身
法
体
法
爾
の
重
は
、
非
因
非
果

に
し
て
無
始
無
終
本
有
本
来
の
法
体
と
し
て
、
万
法
己
々
法
爾
と
し
て
塵
々
法
々
に
理
、
智
、
慈
悲
の
三
身
を
具
し
、
法
界
遍

照
し
て
三
千
依
正
無
作
の
三
身
な
り
。
仏
と
云
ふ
も
法
界
遍
照
、
衆
生
と
云
ふ
も
無
始
久
遠
な
り
。
故
に
尊
形
に
顕
し
修
因
感

果
を
為
す
と
云
ふ
は
始
覚
な
り
。
久
遠
と
は
本
覚
な
り
。
本
覚
と
云
ふ
は
三
世
遠
近
を
立
て
ず
、
三
世

一
念
に
し
て
非
近
非
遠

な
れ
ば
、
法
界
は
法
性

一
理
に
し
て
始
め
も
な
く
終
り
も
な
し
無
始
法
爾
己
己
本
分
に
し
て
、
唯
万
法
天
真
と
し
て
証
智
円
明

な
り
。
此
れ
を
本
覚
と
云
ひ
久
遠
と
云
ふ
。
不
生
を
以
て
久
と
為
す
と
釈
し
て
、
万
法
依
正
不
生
な
る
を
以
て
久
遠
と
云
ふ
。

若
し
爾
ら
ば
事
成
の
本
に
初
め
あ
つ
て
又
讐
に
五
百
塵
点
と
斉
限
を
存
せ
ば
是
れ
述
門
始
覚
の
法
な
り
。
何
程
久
々
遠
々
な
り



と
も
始
め
あ
ら
ば
始
覚
仏
な
り
。
久
遠
本
覚
の
仏
に
あ
ら
ず
。
故
に
経
に
事
成
の
本
を
ば
仮
説
な
り
と
云
て
、
是
我
方
便
諸
仏

亦
然
と
云
て
既
に
方
便
と
云
ふ
、
実
事
に
あ
ら
ず
と
聞
え
た
り
。
事
成
の
本
は
十
重
顕
本
の
中
の
破
述
顕
本
の
一
辺
な
り
。
且

ら
く
三
乗
の
近
情
を
破
せ
ん
が
為
の
故
に
真
実
の
顕
本
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
剖
測
日
州
川
酬
引
例
目
「
瀾
馴
躙
引
ョ
剰
ｄ
圏
期

此
の
釈
も
事
成
の
本
は
方
便
な
り
と
見
え
た
り
。

又
智
証
大
師
の
法
華
科
文
に
、
破
″執
ニル
フ近
情
一以
テ顕
立久
遠
ノ本
）と
云
へ
り
。
是
れ
も
五
百
塵
点
の
遠
寿
は
方
便
な
り
と
釈

し
給
へ
り
。
又
天
台
大
師
の
御
釈
も
、
然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
と
云
ふ
下
は
、
明
″破
″執
ヲ遺
劣
迷
ヲ
以
テ顕
立久
遠
之
本
一と

釈
し
給
ひ
、
此
の
下
に
法
、
讐
、
合
の
三
文
あ
り
¨
此
の
文
の
意
は
事
本
の
五
百
塵
数
は
所
表
の
方
便
な
り
、
無
始
無
終
非
近

非
遠
無
作
三
身
を
法
文
に
顕
し
た
り
と
釈
し
給
ひ
て
、
事
成
の
本
を
ば
是
我
方
便
と
宣
べ
給
へ
り
。
経
文
、
天
台
の
御
釈
、
及

び
慈
覚
智
証
等
の
御
釈
悉
く
事
成
の
五
百
塵
点
は
方
便
な
り
仮
説
な
り
、
是
れ
五
住
煩
悩
を
表
示
す
る
な
り
、
表
示
と
云
ふ
は

仮
説
な
り
。

・５
時
節
を
久
遠
と
云
ふ
は
破
透
顕
本
の
重
な
り
。
是
れ
真
実
の
顕
本
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
到
川
酬
倒
利
洲
刑
ｄ
「
ョ
剰
倒
週
周
日

破
さ
ん
が
為
な
り
，
真
実
の
顕
本
と
云
ふ
は
住
本
顕
本
の
重
に
し
て
、
如
来
秘
密
と
云
ふ
法
体
法
爾
無
作
三
身
の
重
の
本
理
の

三
千
是
れ
な
り
。

・６
此
の
久
遠
の
時
は
教
弥
実
位
弥
下
の
大
悲
な
り
。

誤
り
な
り
。

・７
是
の
故
に
本
門
久
遠
下
種
の
名
字

。
観
行
の
四
信

・
五
品
の
人
は
、
父
は
大
王
の
中
の
惣
大
王
の
長
寿
金
剛
智
の
下
種
な
る
故

に
退
失
せ
ざ
る
な
り
。
此
の
如
く
三
五
下
種
が
顕
る
れ
ば
、
真
言
経

・
華
厳
経
等
の
得
道
の
地
住
已
上
の
諸
大
菩
薩
の
根
本
種

子
は
過
去
久
遠
の
寿
量
品
の
事
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
に
あ
り
。
故
に
真
言

・
華
厳
無
得
道
と
云
ふ
な
り
。
此
の
経
王
の
深
義
を

日

蔭

聖

人

に

み

る

恙

党

人

師

円
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れ

判

に

つ
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顕
さ
ん
が
為
に
仏
は
三
五
塵
劫
を
説
き
た
ま
へ
り
。
之
に
依
て
記
の
四

（五
Ю
”
Ｊ

に
云
く
、
況
ャ
述
化
．ス
挙
ぎ
一千
ノ墨
点
↓本

成
．ス
喩
フ
リ
五
百
ノ微
塵
一本
述
ノ事
希
ナ
リ
、
諸
教
二不
レ
説
ヵ．ム
云
。
疏
の
八

（升
Ｊ

に
云
く
、
今
法
華
ハ論
は
ル
ス
法
ヲ
［母
］

一
切
ノ

差
別
融
通
ｙ
帰
三

法
〓

論
は
ル革
人
ヲ
［父
］
則
チ師
弟
ノ本
述
倶
二皆
久
遠
ナ
リ
、
二
門
悉
ク与
Ｌ
日
反
スレ
ハ難
″
信
シ
難
”解
、芸
云
。
釈

命
卦
ヲ
）
に
云
く
以
一一ァ一鰤
ぜ
ぽ
眸

↓為
″
前
胸
・卜ヽ
以
茸
顕
本
遠
寿
↓為
車其
ノ命
一卜と
云

へ
り
。
さ
れ
ば
此
の
三
五
遠
化
の
化
道
の
始

終

・
種
熟
脱
を
明
す
こ
と
な
く
ん
ば
余
経
の
為
に
所
開
と
な
る
べ
く
、
此
の
三
五
下
種
を
明
す
故
に
能
開
と
為
り
、
結
句
真

言

・
華
厳
等
の
諸
経
が
無
得
道
と
成
る
な
り
。

見
な
り
．ム云
。

こ
れ
ら
の
引
用
文
を
概
観
す
る
と
、
１０
で
は
真
言
経
に
は
諸
経
に
お
い
て
も
明
か
さ
れ
る
体
用
本
述
を
明
か
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

久
遠
の
本
逃
を
を
明
か
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
久
遠
の
本
述
を
明
か
す
法
華
経
本
門
は
経
王
と
な
る
証
拠
が
あ
る
と
し
、
真
言

経
の
理
本
と
法
華
経
の
事
本
を
同
じ
も
の
と
み
な
す
証
拠
と
し
て

『金
剛
頂
経
疏
』
の
引
用
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

１１
で
は
、
天
台
宗
の
学
者
の
義
と
し
て
、
顕
本
に
お
い
て
事
と
理
の
顕
本
が
あ
り
、
理
顕
本
を
正
意
と
口
伝
し
て
い
る
。
理
顕
本

と
は
、
住
本
顕
本
本
覚
の
無
作
三
身
本
逃
未
分
根
本
法
華
の
重
で
あ
り
、
止
観
の
根
本
理
法
の

一
念
三
千
自
受
用
本
覚
の
顕
本
で
あ

る
と
す
る
。
こ
の
理
顕
本
は
顕
説
法
華
の
法
華
経
本
門
に
は
明
か
さ
ず
、
真
言
に
の
み
明
か
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
事
顕

本
は
十
重
顕
本
の
中
の
破
述
顕
本
の
重
で
あ
り
、
始
成
正
覚
か
ら
久
遠
実
成
を
明
か
す
た
め
の
も
の
で
本
意
で
は
な
い
と
し
、
そ
の

証
拠
と
し
て

『金
剛
頂
経
疏
』
を
引
用
し
、
顕
密

一
同
で
あ

つ
て
久
遠
実
成
を
正
意
と
す
る
説
を
論
断
し
て
い
る
。

‐２
で
は
ヽ
天
台
大
師
が
三
種
教
相
を
立
て
、
諸
仏
の
本
師
で
あ
る
法
華
経
本
門
に
お
い
て
師
弟
の
遠
近
不
遠
近
の
相
を
置
く
こ
と



で
、
三
千
塵
点
劫

・
五
百
塵
億
点
劫
の
過
去
の
本
地
を
明
か
す
こ
と
で
第

一
の
経
王
と
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
三
五
塵
点
劫
の
過
去

を
明
か
さ
な
い
真
言
経
や
浄
土
三
部
経
は
所
開
の
経
と
な
る
が
、
円
仁
は
真
言
経
を
以
て
法
華
経
本
門
の
上
に
置
き
、
三
種
教
相
の

第
二
の
上
に
真
言
を
置
く
こ
と
で
手
作
り
の
四
種
教
相
な
る
も
の
を
立
て
る
根
拠
と
し
て
、
『金
剛
頂
経
疏
』
を
隆
師
が
引
用
し
た

と
思
わ
れ
る
。

・３
で
は
、
理
成
顕
本

。
事
成
顕
本
い
ず
れ
が
本
意
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
天
台
宗
の
義
は
、
法
界
遍
照
無
始
無
終
の
三

身
で
あ
る
理
成
顕
本
を
本
意
と
す
る
。
そ
の
証
文
と
し
て
円
仁
の

『金
剛
頂
経
疏
』
を
引
用
し
、
述
門
の
始
成
正
覚
を
破
し
て
久
遠

実
成
を
明
か
す
事
成
顕
本
は
本
意
で
は
な
い
と
し
、
理
成
顕
本
を
以
て
正
意
と
す
る
事
は
、
顕
教
と
密
教
と
が
同

一
の
義
で
あ
る
と

す
る
。
よ
っ
て
法
華
経
本
門
の
増
道
損
生
す
る
法
身
の
利
益
の
時
も
、
事
成
の
顕
本
よ
り
理
成
の
顕
本
を
も

っ
て
本
意
と
す
る
と
結

論
づ
け
て
い
る
。

・４
で
は
、
当
家
で
は
五
百
億
塵
点
劫
を
実
説
と
す
る
が
、
天
台
宗
で
は
実
説

・
仮
説
両
説
が
存
在
し
て
お
り
、
結
果
的
に
仮
説
を

採
用
す
る
と
し
て
い
る
。
塵
点
劫
が
仮
説
で
あ
る
た
め
、
顕
本
の
真
実
の
姿
と
い
う
も
の
は
、
非
因
非
果
で
あ
っ
て
無
始
無
終
、
本

有
本
来
の
法
体
と
し
て

一
切
の
事
象
の
本
来
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
理
、
智
、
慈
悲
の
三
身
を
具
足
し
た
無
作
三
身
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
仏
は
法
界
を
遍
く
照
ら
し
、
衆
生
は
無
始
久
遠
と
な
る
。
ま
た
久
遠
と
は
本
覚
で
あ
り
、
過
去

。
現
在

。
未
来
の
三

世
の
遠
近
を
立
て
ず
、
三
世
が

一
念
に
し
て
非
近
非
遠
で
あ
る
た
め
、
法
界
は
始
め
も
終
わ
り
も
な
い
本
来
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
、

煩
悩
の
な
い
正
し
い
智
恵
が
円
満
の
状
態
を
本
覚
や
久
遠
と
い
う
。
も
し
事
成
顕
本
に
始
め
が
あ
り
、
五
百
億
塵
点
劫
に
斉
限
が
あ

る
な
ら
ば
始
覚
仏
と
な
り
、
久
遠
本
覚
の
仏
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、
事
成
顕
本
は
仮
説
で
あ
り
、
方
便
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
実
事
で
は
な
い
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
事
成
顕
本
は
十
重
顕
本
中
、
破
述
顕
本
の
辺
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
の
証

文
と
し
て
、
円
仁
の

『金
剛
頂
経
疏
』
、
円
珍
の

『法
華
科
文
』
、
天
台
大
師
の
釈
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
五
百
億
塵
点
劫
の
過
去
は

日

蔭

在

人

に

み

る

恣

党

人

師

円

イニ

れ

判

に

つ

い

て



方
便
で
あ
り
仮
説
で
あ
る
と
い
う
説
を
援
用
を
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

・５
で
は
ヽ
時
節
を
久
遠
と
い
う
の
は
破
逃
顕
本
の
こ
と
で
あ
り
、
真
実
の
顕
本
で
は
な
い
と
し
、
円
仁
の
釈
を
引
用
し
真
実
の
顕

本
は
住
本
顕
本
で
あ

つ
て
、
「如
来
秘
密
」
と
い
う
法
体
法
爾

。
無
作
三
身
の
重
で
あ
る
本
理
三
千
で
あ
る
と
天
台
宗
の
義
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

‐６
で
は
ヽ
久
遠
の
時
と
い
う
も
の
は
、
「教
い
よ
い
よ
実
な
れ
ば
位
い
よ
い
よ
下
し
」
と
い
う
偉
大
な
慈
悲
心
を
与
え
る
時
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
久
遠
と
い
う
と
り
わ
け
勝
れ
た
時
を
三
乗
の
近
情
を
破
す
た
め
に
説
か
れ
た
と
す
る
説
を
採
用
す
る
こ
と
は
誤
り

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
‐７
で
は
ヽ
法
華
経
に
明
か
さ
れ
る
三
五
下
種
が
顕
さ
れ
る
こ
と
で
、
真
言
経
や
華
厳
経
に
よ
る
得
道
の
根
本
種
子
は
、
法

華
経
如
来
寿
量
品
が
説
く
過
去
久
遠
の
事

一
念
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
に
帰
結
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
言
経
や
華
厳
経
に
よ
る
得
道

で
は
な
く
、
法
華
経
の
超
勝
性
を
明
か
す
た
め
に
三
千
五
塵
点
劫

・
五
百
億
塵
点
劫
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
『法
華

文
句
』
『法
華
文
句
記
』
等
を
引
用
し
、
法
華
経
は
化
導
の
始
終

。
種
熟
脱
を
明
か
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
所
開
の
経
と
な
り
、
三
五

下
種
を
明
か
す
故
に
能
開
の
経
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
三
五
下
種
を
明
か
さ
な
い
真
言
経
や
華
厳
経
は
無
得
道
の
教
え
と
な
る
。
し

か
し
円
仁
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
始
成
正
覚
を
破
し
て
久
遠
実
成
を
顕
す
た
め
だ
け
に
三
五
塵
点
を
仮
に
説
く
と
主
張
し
て
お
り
、

大
変
な
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
証
拠
と
し
て

『金
剛
頂
経
疏
』
の
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
円
仁
の

『金
剛
頂
経
疏
』
「彼
の
久
遠
の
仏
は
只
是
れ
此
の
経
の
毘
慮
遮
那
仏
な
り
。
異
解
す
べ
か
ら
ず
。
又
彼
の
経
に

は
三
乗
の
近
情
を
破
さ
ん
が
た
め
に
仮
り
に
遠
事
を
説
く
。
此
の
経
に
は
顕
教
の
歴
劫
を
破
し
て
不
久
現
証
を
示
す
。」
の
引
用
が

見
ら
れ
る
八
箇
所
を
確
認
し
て
き
た
。
Ｈ
１
１７
の
文
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
隆
師
は
法
華
経
の
久
遠
本
仏
と
真
言
経
の
毘
慮
遮
那
仏

を
同

一
と
み
な
す
こ
と
に
対
し
、
強
く
批
判
し
論
断
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
、
智
顎

・
妙
楽
大
師
湛
然

（七

一
一



―
七
八
二
、
以
下
湛
然
）

。
最
澄
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
教
え
を
、
円
仁
が
法
華
よ
り
真
言
を
立
て
る
こ
と
で
天
台
の
教
義
に
違
背

し
、
天
台
宗
が
謗
法
の
教
え

へ
と
堕
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と

へ
の
批
判
と
捉
え
る
こ
と
で
き
る
。

さ
ら
に
、
隆
師
が
三
五
塵
点
劫
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
実
説
を
強
調
す
る

一
方
、
仮
説
を
強
調
す
る
立
場
で
あ
る
円
仁
を
批
判
す

る
根
拠
と
し
て

『金
剛
頂
経
疏
』
の
こ
の
引
用
文
を
意
図
的
に
使
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
円
仁

は
法
華
経
が
三
五
塵
点
を
明
か
す
理
由
と
し
て
、
た
だ
三
乗
の
近
情
を
破
す
た
め
に
仮
に
説
い
た
と
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
、
隆
師

は
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。

含
じ

『蘇
悉
地
経
硫
』
の
引
用

隆
師
が
円
仁
の
著
述
を
引
用
す
る
中
で
、
『金
剛
頂
経
疏
』
に
次
い
で
多
い
の
が

『蘇
悉
地
経
疏
』
で
あ
る
。
『蘇
悉
地
経
疏
』
と

は
、
唐
の
善
無
畏
三
蔵

盆
全
一七
―
七
三
五
）
が
訳
出
し
た

『蘇
悉
地
掲
羅
経
』
に
円
仁
が
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は

仏
部

。
蓮
華
部

。
金
剛
部
の
三
部
法
に
つ
い
て
真
言
の
持
誦
法
則

。
潅
頂

。
諸
曼
荼
羅
な
ど
を
説
明
し
、
妙
果
を
得
る
た
め
の
種
々

の
成
就
法
を
説
い
て
い
る
。
隆
師
の
引
用
す
る

『蘇
悉
地
経
疏
』
は
八
箇
所
確
認
で
き
、
書
名
の
み
の
引
用
が
六
箇
所
、
引
用
文
と

し
て
使
用
し
て
い
る
箇
所
が
二
箇
所
、
そ
の
内

一
箇
所
は
引
用
箇
所
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
安
然
作

『真
言
宗
教
時
義
』
に
お
い
て

『蘇
悉
地
経
疏
』
の
引
用
が
な
さ
れ
る
箇
所
が

一
箇
所
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
隆
師
が

『蘇
悉
地
経
疏
』
を
ど
の
よ
う
に
引
用
し

て
い
る
の
か
を
概
観
す
る
と
以
下
の
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２５
然
る
に
此
く
の
如
く
述
本
両
門
の
希
有
不
思
議
の
易
行
の
三
密
明
明
た
る
を
、
剌
習
割
翻
躙
引
到
利
刻
コ
川
呵
ョ
司
円
‐こ‐
冽
引
訓

日

蔭

聖

人

に

み

る

恣

党

人

師

円

イニ
れ

判

に

つ

い

て

-323-



２７
　
凡
位
聖
位
即
身
成
仏
事

私
云

此
ハ
真
言
秘
経
ノ

意
ヲ
以
テ
如
″
此
ノ判
ジ
テ
、
凡
位
成
仏
ハ
真
言
ノ
正
意
ナ
ル
旨
ヲ
釈
シ
玉
ヘ
リ
、
此
ノ
於
茸
凡
位
聖
位
ノ分
別
一重
重
ノ
意
可
″有
”

之
．ム云
、
天
台
宗
之
意
ハ
三
周
義
卜
与
二即
身
義
一倶
二聖
位
ノ
即
身
成
仏
、
止
観
ノ
六
即
義

ハ
凡
位
即
身
成
仏
卜
云
ヘ
リ
、
此
ノ

凡
位
卜者
名
字
観
行
ノ
位
ナ
ル
ベ
シ
、
初
住
已
上
ハ聖
位
即
身
成
仏
也
。
如
″
此
ノ
天
台
真
言
等

二
雖
レ
分
二
別
スト
之
↓、
以
ン当
宗
ノ

意
↓見
レノ、之
ヲ、
倶
二
聖
位
ノ成
仏
也
、
真
実
ノ
凡
位
即
身
成
仏
卜
者
本
門
二
可
”
明
は之
ヲ、
本
門
ハ
一
向

二
為
封り
滅
後
）
、
故

二
本

門
ノ
正
機
ハ
流
通
末
法
ノ
凡
夫
愚
人
ナ
ル
ベ
シ

２９
此

の
疏

の
肝
心

の
釈
に
云
く
冽
ョ
到
∃
「
「
「
利
剥
利

謂
ク大
日
経
金
剛
頂

言
密
印
事
↓故
等
一ム云

釈
の
心
は
法
華
経
と
真
言
の
三
部
と
の
勝
劣
を
定
め
さ
せ
玉
ふ
に
、
真
言
の
三
部
経
と
法
華
と
は
所
詮
の
理
は
同
じ
く

一
念
三

千
の
法
門
な
り
、
然
れ
ど
も
密
印
と
真
言
等
の
事
法
は
法
華
経
に
開
け
て
を
は
せ
ず
、
法
華
経
は
理
秘
密
、
真
言
の
三
部
経
は

事
理
倶
密
な
れ
ば
天
地
雲
泥
な
り
と
書
れ
た
唾

ま
ず
、
２５
の
引
用
は

『蘇
悉
地
経
疏
』
の
書
名
の
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
文
に
よ
る
と
、
法
華
経
辺
門

。
本
門
の
希
有
で
不
思
議

な
易
行
の
三
密
が
明
ら
か
で
あ
る
の
を
円
仁
は
理
解
せ
ず
、
真
言
の
教
え
に
移
り
謗
法
の
書
で
あ
る

『蘇
悉
地
経
疏
』
を
作
成
し
た
。

そ
し
て
真
言
経
は
事
密
と
理
密
が
と
も
に
具
備
し
て
お
り
、
法
華
経
は
た
だ
理
密
の
み
で
あ
る
と
し
、
法
華
経
が
真
言
経
よ
り
劣

っ

て
い
る
と
す
る
主
張
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。



次
に
２７
で
は
、
「凡
位
と
聖
位
の
即
身
成
仏
の
事
」
と
題
し
、
円
仁
の

『蘇
悉
地
経
疏
』
を
引
用
し
、
成
仏
に
お
い
て
二
種
類
の

義
が
あ
り
凡
位
と
聖
位
の
成
仏
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
真
言
経
の
意
を
も

っ
て
解
釈
す
る
と
、
凡
位
の
成
仏
は
真
言
の
正
意

で
あ
る
と
解
釈
し
、
凡
位

・
聖
位
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
心
得
る
必
要
が
あ
る
。
天
台
宗
の
意
と
し
て
は
、
三
周
説
法

（法
説
周
。

讐
説
周

。
因
縁
周
）
に
よ
る
成
仏
の
義
と
、
即
身
成
仏
の
義
は
共
に
聖
位
の
即
身
成
仏
の
義
で
あ
り
、
止
観
の
六
即

（理
即

。
名
字

即

・
観
行
即

。
相
似
即

・
分
真
即

・
究
党
即
）
の
義
は
凡
位
の
即
身
成
仏
と
す
る
。
こ
の
凡
位
と
は
名
字
即

・
観
行
即
の
位
で
あ
り
、

初
住
以
上
の
位
は
聖
位
の
即
身
成
仏
で
あ
る
。
天
台
宗

・
真
言
宗
等
で
は
、
凡
位

・
聖
位
の
即
身
成
仏
を
分
別
し
て
捉
え
る

一
方
、

法
華
宗
は
凡
位

。
聖
位
の
成
仏
は
共
に
聖
位
の
成
仏
に
な
る
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
真
実
の
凡
位
の
即
身
成
仏
と
は
、
法
華
経
本
門

に
開
顕
さ
れ
た
も
の
で
、
本
門
は

一
向
に
減
後
の
為
に
あ
る
法
門
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
門
に
お
い
て
正
し
く
仏
の
教
法
を
受
け

入
れ
る
べ
き
機
根
は
、
流
通
末
法
の
凡
夫
で
あ
り
愚
人
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
２９
で
は
、
安
然
の

『真
言
宗
教
時
義
』
に
お
い
て
安
然
が
円
仁
の

『蘇
悉
地
経
疏
』
の
肝
心
釈
を
引
用
し
、
台
密
の
立
場

よ
り
法
華
と
真
言
の
比
較
を
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
文
を
解
釈
す
る
と
、
教
に
は
顕
示
教
と
秘
密
教
が
あ
り
、
顕
示
教
は
三
乗
教
で

あ
る
が
、
世
俗
諦

（世
間

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
道
理
の
こ
と
）
と
勝
義
諦

（世
俗
の
真
理
に
対
す
る
出
世
間
の
真
理
の
こ
と
）
と
が
円

融
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
秘
密
教
と
は

一
乗
教
で
あ
り
、
世
俗
諦
と
勝
義
諦
と
が

一
体
と
な
る
た
め
に
、
秘
密
教

の
中
に
も
ま
た
二
種
類
あ
る
。　
一
つ
目
は
理
秘
密
教
と
い
い
、
華
厳

・
般
若

・
法
華

。
涅
槃
等
を
指
し
、
世
俗
諦

。
勝
義
諦
の
不
二

を
説
く
が
、
真
言
密
印
の
事
を
説
い
て
い
な
い
教
え
で
あ
る
。
二
つ
目
は
事
理
倶
密
教
と
い
い
、
大
日
経

。
金
剛
頂
経

。
蘇
悉
地
経

等
を
指
し
、
世
俗
諦
と
勝
義
諦
の
不
二
を
説
き
、
さ
ら
に
は
真
言
密
印
の
事
も
説
く
も
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
隆
師
は

『蘇
悉

地
経
疏
』
の
解
釈
の
心
と
し
て
、
法
華
経
と
真
言
の
三
部
経
と
の
勝
劣
を
定
め
る
た
め
の
も
の
で
、
真
言
の
三
部
経
と
法
華
経
は
、

所
詮
の
理
は
両
者
と
も

一
念
三
千
の
法
門
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
密
印
と
真
言
等
の
事
相
の
法
は
、
法
華
経
に
は
欠
け
て
存
在

日

蔭

在

人

に

み

る

恣

党

人

師

円

イニ

れ

判

に

つ

い

て



し
て
お
ら
ず
、
法
華
経
は
理
秘
密
、
真
言
の
三
部
経
は
事
理
秘
密
の
教
え
で
あ
る
た
め
雲
泥
の
差
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
台
密
の
立

場
で
は
法
華
経
よ
り
真
言
三
部
経
が
勝
れ
て
い
る
証
文
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

こ
れ
ら

『蘇
悉
地
経
疏
』
の
引
用
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
隆
師
は
法
華
経
が
真
言
経
よ
り
劣

っ
て
い
る
と
す
る
説
の
根

拠
と
し
て
、
①
理
密

。
事
密
の
問
題
、
②
凡
位

・
聖
位
の
成
仏
の
問
題
、
③
顕
示
教

・
秘
密
教
の
問
題
等
に
お
い
て
視
点
を
当
て
解

釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
華
経
の
超
勝
性
を
示
す
た
め
の
比
較
対
象
と
し
て
、

円
仁
の

『蘇
悉
地
経
疏
』
を
引
用
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

含
こ

『法
華
述
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
の
引
用

次
に

『法
華
述
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
箇
所
は
七
箇
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
同

一
箇
所
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
『法
華
述
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
の
内
容
と
し
て
は
、
法
華
玄
義
述
門
十
妙
の
観
心
釈
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
実
際
に
隆
師
が
引
用
す
る
箇
所
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

３０

　

さ
智

・
成
所
作
智
、
真
言

・
天
台
に
五
智
を
立
つ
と
は
、

）」
と
云
え
り
。
こ
の
文
分

明
な
り
。
縄
に
法
華
宗
と
云
う
分
は
、
猶
中
道
智
、
法
界
体
性
智
を
明
か
さ
ず
、
四
智
空
仮
の
分
斉
を
明
か
す
。
恐
ら
く
は

別
門
に
同
ず
。
「四
智
心
品
は
所
依
常
な
る
が
故
に
」
の
宗
旨
な
り
。
尤
も
、
法
華
宗
を
捨
て
て
天
台
宗
の
分
に
就
き
て
、
止

観
根
本
法
華
、
本
述
未
分
、
二
夜
不
説
の
秘
密
甚
深
の
極
理
を
解
行
し
て
、
天
台
宗
に
入
る
べ
し
と
云
う
釈
義
な
り
。
傷

つ
て

法
華
宗
と
云
う
辺
は
、
傍
依
の
方
便
な
り
、
天
台
宗
と
云
う
分
は
、
正
依
実
説
の
宗
旨
な
り
。
こ
の
天
台
宗
の
重
と
真
言
宗
の



重
と
は
合
同
な
り
。
「故
に
真
言

・
天
台
に
五
智
を
立

つ
る
」
と
は
判
ず
る
な
り
。
又
真
言
宗
と
法
華
宗
と
は
大
に
勝
劣
こ
れ

（
３７
）

あ
り
。
故
に
天
台
宗
に
は
、
慈
覚
よ
り
已
来
、
天
台
止
観
を
も

っ
て
真
言
に
同
じ
、
顕
密

一
致
の
天
台
宗
を
弘
通
す
る
な
り
。

出
だ
し
た
る
な
り
。

」
と
あ
る
を
、
「相
」
の

「
法
華
宗
立
四
智

、
真
言
止
観
同
と
云
う

事
を
云
う
な
り
，
か
か
る
虚
偽
を
云
い
出
だ
す
者
の
、
忽
ち
に
堕
獄
せ
ざ
る
は
不
思
議
な
り
。
こ
の
事
余
り
に
不
審
な
る
に

依

っ
て
の
故
に
日
存
聖
人
は
縁
を
取

っ
て
直
ち
に
彼
の
所
に
行
き
て
、
慈
覚
大
師
の
御
経
蔵
の
正
本
を
披
覧
あ
れ
ば
、
法
相
宗

の
相
の
字
を
虫
の
嗽

っ
て
あ
る
事
は
疑
い
な
き
な
り
。
然
る
に
、
そ
の
前
後
に
明
ら
か
に
法
相
宗
と
こ
れ
あ
り
と
仰
せ
ら
る
る

事
を
、
直
ち
に
聴
開

催
げ
畢
ぬ
。

３６
　
田
相
劃
川
倒
側
ｄ
ｄ
デ

く
、
我
山
門
に
登
山

の

不
思

日
倒
明
山
上
の
御
経
蔵
の
正
本
の

心
絶
待
妙
の
直

-327-

虫

が

利
引
則
劉
―こ‐
「
洲
相
刹
劃
回
翻
者
と
書
か
れ
た
る
相
の

を
む
し

く
う
て
候
を
、
前
後
を
能
く
く
見
れ

に
四
智
を

劃

つ―
日
利
ｄ
引
測
ｄ
側
引
「
劉
引
目
劇
制

ｏ
法
華

の
勝
劣
を
言
ひ
た

（
３９

）

り

て

を
華
の
字
に
て
あ
り
と

て

一

調
利
―こ‐
測
到
制
日
劃
剖
ｄ
調
川
が

謗
法
と
成
す
な
り
。

こ
れ
ら
の
文
を
確
認
す
る
と
、
３０
で
は
円
仁
の

『法
華
述
門
観
心
絶
待
妙
釈
』
に
、
法
華
宗
で
は
四
智

（大
円
境
智

。
平
等
性

智

・
妙
観
察
智

。
成
所
作
智
）
を
立
て
る
こ
と
に
対
し
、
天
台
宗

・
真
言
宗
で
は
法
界
体
性
智
を
加
え
た
五
智
を
立
て
る
と
し
た
引

用
が
見
ら
れ
る
。
法
華
宗
で
は
、
猶
中
道
智
や
法
界
体
性
智
を
明
か
さ
ず
、
四
智
は
空
諦

・
仮
諦
を
明
か
す
と
し
別
門
と
同
様
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
華
宗
を
捨
て
て
天
台
宗
に
就
く
こ
と
は
、
止
観
を
法
華
経
本
門

・
述
門
の
教
相
を
超
越
し
た
本
述
未

曰
蔭
聖
人
に
み
る
な
党
人
師
円
イニ
れ
判
に
つ
い
て



分

。
内
証
不
思
議
の
重
と
し
て
立
て
、
二
夜
不
説
の
秘
密
甚
深
の
極
理
を
理
解

・
修
行
し
て
天
台
宗
に
入
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
解

釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
る
な
ら
ば
、
法
華
宗
は
傍
依
の
方
便
で
あ
り
、
天
台
宗
は
正
依
実
説
の
宗
派
で
あ
る
と
判
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
こ
の
天
台
宗
と
真
言
宗
の
重
は
同

一
と
み
な
し
、
そ
れ
は

「真
言

。
天
台
に
五
智
を
立
て
る
」
と
判
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
分
か
る
。
ま
た
真
言
宗
と
法
華
宗
と
は
大
い
に
勝
劣
が
あ
り
、
天
台
宗
に
は
円
仁
以
来
、
天
台
止
観
を
も

つ
て
真
言
と
同
じ
と

み
な
し
、
顕
教
と
密
教
が

一
致
し
た
天
台
宗
を
弘
通
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

一
方
、
３２
３６
で
は
円
仁
の
四
智
五
智
の
解
釈
に
つ
い
て
、
大
変
な
誤
り
が
存
在
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
『法
華
述
門
観
心
絶
待

妙
釈
』
の
正
本
で
は

「法
相
宗
立
四
智
者
」
と
あ
る
の
を
、
世
に
流
通
し
て
い
る
要
文
集
で
は

「法
華
宗
立
四
智
者
」
と
書
き
換
え

て
法
華
宗
は
劣
り
、
天
台
宗

。
真
言
宗
は
勝
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
起
こ
る
原
因
と
し
て
、
日
存

（
一

三
六
八
―

一
四
二
こ

が
円
仁
の
経
蔵
の
正
本
を
披
見
さ
れ
た
際
、
法
相
宗
の

「相
」
の
字
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を
隆
師
は
聞
き
及

ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
当
時
、
止
観
と
法
華
の
勝
劣
を
主
張
せ
ん
が
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
諸
本
を
採
用
し
て
い
る
状
況

に
非
常
に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

隆
師
は
、
「法
華
宗
立
四
智
者
」
の
文
を
そ
の
ま
ま
解
釈
し
、
天
台
宗

。
真
言
宗
が
勝
れ
、
法
華
宗
が
劣
る
と
す
る
主
張
に
対
し

批
判
を
加
え
て
い
る
視
点
と
、
「法
相
宗
立
四
智
者
」
の
文
を

「法
華
宗
立
四
智
者
」
と
改
賀
し
、
止
観
と
法
華
の
勝
劣
を
加
え
る

当
時
の
先
師
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
視
点
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

（四
）
恵
心
僧
都
源
信
撰

『教
観
大
綱
』
の
引
用

隆
師
が
円
仁
の
文
を
引
用
す
る
際
、
円
仁
の
著
述
を
直
接
引
用
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
円
仁
の
著
述
に
は
確
認
で



き
ず
、
他
の
先
師
の
著
述
か
ら
円
仁
の
説
と
し
て
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
先
に
触
れ
た

【付
表
】
１９
２９
安

然
作

『真
言
宗
教
時
義
』
の
他
に
は
、
源
信
撰

『教
観
大
綱
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

『教
観
大
綱
』
の
引
用
は

【付

表
】
５０
‐
５３
の
四
箇
所
確
認
で
き
る
。
た
だ
５．
５２
で
は
、
「無
作
三
身
は
寂
光
土
に
住
す
。」
と
引
用
す
る
箇
所
に
お
い
て

「円
仁
云

く
」
等
と
い
っ
た
文
言
が
存
在
せ
ず
、
隆
師
が
円
仁
の
文
と
し
て
引
用
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
た
め
紹
介
に
留
め
て
お
く
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
隆
師
が
こ
の
引
用
文
を
採
用
し
て
い
る
著
述
は

『開
述
顕
本
宗
要
集
』
だ
け
で
あ
る
こ
と
も
注
目
で
き
よ
う
。

『開
述
顕
本
宗
要
集
』
は
、
天
台
宗
の
宗
要
を
隆
師
が
当
宗
の
立
場
よ
り
解
釈
を
加
え
た
も
の
で
、
５０
で
は
、
「他
受
用
応
化
身
は
寂

光
土
に
遍
す
る
や
の
事
」
と
題
し
た
問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。

５０
釧
月
酬
目
錮
湘
∃
引
コ
鯛
剰
Ⅷ
綱
引
引
利
ｕ
樹
Ｎ
明
刊
既
に
十
界
三
千
万
法
寂
光
土
に
あ
り
凡
聖
本
有
常
恒
な
り
。
何
ぞ
他
受

用
応
化
身
は
遍
せ
ず
し
て
之
を
開
く
べ
き
や
。

隆
師
は
他
受
用
応
化
身
は
寂
光
土
に
遍
く
と
し
た
立
場
よ
り
、
円
仁
の

「無
作
三
身
は
寂
光
土
に
住
す
。」
と
い
う
文
を
引
用
し
、

そ
の
上
で
、

（
４２
）

今
は
何
に
も
本
門
寿
量
の
無
作
三
身
の
上
に
て
寂
光
に
遍
す
る
と
遍
せ
ざ
る
と
を
論
ず
べ
き
も
の
な
り
一ム
云
。

と
述
べ
、
本
門
寿
量
品
の
無
作
三
身
の
上
に
お
い
て
寂
光
が
遍
す
る
か
否
か
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。

次
に
５３
で
は
、
「無
作
三
身
共
に
虚
空
を
座
と
為
し
、
寂
光
土
に
居
す
る
や
。」
と
い
う
問
い
を
設
け
、
天
台
宗
の
義
と
し
て
円
仁

の
説
を
引
用
し
て
い
る
。

５３
天
台
宗
の
義
に
云
く
、
教
門
の
所
談
に
は
三
身
四
土
能
居
所
居
差
別
し
て
之
を
論
ず
と
雖
も
、
今
経
開
顕
の
実
義
顕
れ
ば
三
諦

三
観
円
融
し
て
三
千
万
法

一
念
に
居
し
、
三
身
四
土
互
具
相
即
し
て
無
作
三
身
の
覚
体
顕
れ
、
虚
空
為
座
し
て
常
寂
光
土
に
居

す
と
云
ふ
事
、
宝
塔
品
已
下
の
儀
式
に
分
明
な
り
。
（中
略
）
如
之
、
側
調
醐
∃
ｄ
Ｎ
網
翻
コ
∃
劉
釧
剥
鞘
鋼
「
ョ
明
ョ
側
列
淵
劉

日
蔭
聖
人
に
み
る
恣
党
人
師
円
イニ
れ
判
に
つ
い
て



則
コ
劉
列
謝
司
「
此
等
の
文
理
顕
然
な
ぃ
。

こ
の
文
に
よ
る
と
、
天
台
宗
の
義
で
は
、
教
相
門
を
論
談
す
る
に
は
三
身
四
土

（凡
聖
同
居
土

・
方
便
有
余
土

。
実
報
無
障
碍
土

・

常
寂
光
土
）、
能
居
所
居
を
区
別
し
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
法
華
経
開
顕
の
実
義
が
顕
わ
れ
れ
ば
、
三
諦

兌
工諦

・

仮
諦

。
中
諦
）
三
観

（従
仮
入
空
観

。
従
空
入
仮
観

。
中
道
第

一
義
観
）
は
円
融
し
三
千
万
法
が

一
念
に
居
し
、
三
身
四
土
も
互
具
相
即

し
て
無
作
三
身
の
覚
体
が
顕
わ
れ
、
虚
空
を
座
と
な
し
て
常
寂
光
土
に
居
す
。
こ
の
事
は
、
宝
塔
品
以
下
の
儀
式
に
明
ら
か
で
あ
る

と
し
て
お
り
、
そ
の
論
を
補
強
す
る
た
め
に
円
仁
の
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
隆
師
は
三
身
に
お
い
て
本
述
の
不
同
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

逃
門
の
意
は
法
身
実
相
の
辺
は
開
権
顕
実
す
る
間
爾
前
と
異
な
り
と
雖
も
、
報
応
果
頭
開
顕
を
明
さ
ざ
る
辺
は
爾
前
と
之
れ
同

じ
。
疏
の
九
、
記
の
九
に
述
門
義
同
と
釈
せ
り
。
さ
れ
ど
も
法
身
所
依
常
に
約
し
て
相
即
三
身
を
明
す
。
相
即
三
身
の
辺
に
て

虚
空
為
座
常
寂
光
義
を
宝
塔
品
よ
り
こ
れ
を
明
か
す
。

ま
ず
述
門
の
三
身
の
意
と
し
て
は
、
法
身
実
相
の
辺
に
お
い
て
開
権
顕
実
す
る
間
は
爾
前
経
と
は
異
な
る
と
い
え
る
が
、
報
身

・

応
身
の
果
頭
開
顕
を
明
か
さ
な
い
辺
に
お
い
て
は
爾
前
経
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
法
身
を
依
り
所
に
約
す
と
、
相
即

三
身
を
明
か
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
相
即
三
身
の
辺
に
お
い
て
見
れ
ば
、
虚
空
を
座
と
な
し
常
寂
光
の
義
を
宝
塔
品
以
下
に
お
い

て
明
か
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
門
八
品
を
説
い
て
要
を
以
て
上
行
に
付
し
、
本
涅
槃
妙
滅
後
下
種
唱
導
に
譲
与
す
。
此
の
如
き
教
弥
実
位
弥
下
の
無
作
三
身
、

教
弥
実
位
弥
下
の
事
の
虚
空
を
座
と
為
し
、
教
弥
実
位
弥
下
の
事
寂
光
本
国
土
妙
に
住
し
、
易
修
易
行
の
事
行
の
妙
法
蓮
華
経

を
以
て
末
世
の
悪
人
に
授
け
、
知
ら
ず
覚
ら
ず
即
身
成
仏
し
て
証
道
八
相
を
唱
へ
て
無
作
三
身
の
覚
位
に
居
し
自
然
に
虚
空
為


